
2023年春季研究発表会ルポ

白髪　丈晴（中央大学），中山　舜民（電気通信大学）

1. はじめに

2023年 3月 7日（火），8日（水）に中央大学後楽
園キャンパスにおいて日本OR学会 2023年度春季研
究発表会が開催された．シンポジウムはハイブリッド
開催であったが，研究発表会は対面形式のみで開催さ
れた．今回の研究発表会では，2 件の特別講演と OR
キャリアセッションがあり，研究発表では計 47のセッ
ションが設けられた．会場には 422名が訪れ，A～G
の 7会場において対面での発表に活発な質疑応答が行
われる活気あふれた大会となった．

セッション名一覧� �
連続最適化（1）～（5），離散最適化（1）～（4），
スケジューリング（1）～（3），DEA・AHP，
機械学習，公共，意思決定（1）～（2），
意思決定法研究部会特別セッション，
金融（1）～（3），空間設計・施設配置，
予測・推定（1）～（2），経営，データ解析，
多目的・ファジィ最適化，
最適化とその応用（1）～（4），在庫管理，
社会ネットワーク解析，ゲーム理論（1）～（2），
待ち行列研究部会特別セッション，
確率・統計・金融，選挙区割，信頼性，
医療・福祉，離散構造，確率モデル，都市・交通，
情報技術，企業事例交流会（1）～（3）

� �

2. 特別講演

特別講演 1

第 1日目は，日本オペレーションズ・リサーチ学会
山上伸会長による「エクスポネンシャル時代の OR」と
題した特別講演が行われた．講演では，指数的な成長
を続けるテクノロジーを IT からエネルギー，産業構
造に至る幅広い視点から俯瞰したうえで，その成長の
背後にある思想・要素について，成長から取り残され
る 20 世紀的な（直線的な）テクノロジーとの対比も
踏まえながら論じられた．そして，それら指数的成長

図 1 特別講演の会場の様子

を支える要素の一つである「アルゴリズム」は ORの
基盤技術であることに言及し，最後に OR学会へ「科
学的アプローチで作戦を練り上げる集団」との一指針
を示し講演が締めくくられた．示唆に富んだ本講演内
において，より具体的にはまず「ExTech」（技術のパ
フォーマンスが一定期間ごとに倍々になっていくこと）
に関して，「指数的成長が限界に近づく度に新しい技術
が生まれ成長が続いている点」に言及しつつ，ICの集
積密度の成長に関するムーアの法則，ドローンの進化
を始めとするロボティクス革命，指数的な価格減少が
進むエネルギー技術，自動運転 EVロボタクシーを始
めとした輸送技術といった ExTechのさまざまな具体
例が豊富なデータとともに挙げられた．その後，21世
紀における発展企業を ExTechの観点から考察し，共
通する重要な要素として SCALE（Staff on demand,
Community & Cloud, Algorithm, Leveraged asset,
Engagement）がここでも豊富な事例とともに紹介さ
れた．「勝てる勝負では確実に勝つ，不確実性のある
勝負では勝つ確率を上げる」ことを実現するアルゴリ
ズムの設計，数理的知見の重要性についても述べられ
た．講演後に行われた質疑応答では，主に日本におけ
る今後の技術革新とその方向性に関し議論が行われた．
次世代エネルギーと地理的要因，従来の直線的思考と
いったネガティブな要因も踏まえながら，その脱却に
関し，具体的な事例を通した活発な質疑応答となった．
特別講演 2

第 2日目は，東京大学の谷川眞一氏による「数理計
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図 2 山上伸会長の講演

画的視点の一例」と題した特別講演が行われた．この
講演は日本オペレーションズ・リサーチ学会第 12回
研究賞受賞講演であり，グラフ剛性理論（トラス構造
の数理理論）を研究テーマとした講演であった．講演
は，構造物が安定するための条件として，グラフの辺
と点の個数の関係を示したMaxwell の条件の紹介か
ら始まった．1次元の場合にはMaxwellの計数条件が
ある種の構造物の安定するための必要十分条件になっ
ており，2次元の場合にも同様の定理が知られている．
一方で 3次元以上の場合には十分条件にはなっていな
い．そこで，谷川氏は少し角度を変えて「3次元剛性
に対する組合せ的な特徴づけ」という問題に取り組ん
だ．この問題に対する学術的な歴史の後に谷川氏の研
究成果である極大抽象剛性マトロイドというキーワー
ドが登場した．今までのグラフ剛性理論をマトロイド
理論的アプローチで考えるというものだ．複数のマト
ロイド理論的アプローチに関する紹介をした後に，抽
象剛性マトロイドに注目した極大性予想への谷川氏の
取り組みが説明された．この予想は 2次元以下の場合
には真であり，4次元以上の場合には偽であることが
示されている．ここで，3次元の場合は未解決であっ
た．谷川氏は 2-コファクターマトロイドの場合に極大
性予想が成り立つことを示し，「ある組合せ最適化問題
の最適解である」という 3次元剛性の良い特徴づけを
示した．この結果として，「3次元剛性に対する組合せ
的な特徴づけ」という課題を達成した．講演の最後に
はグラフ剛性の種類として，本講演で取り扱った「局
所剛性」のほかに「大域剛性」や「普遍剛性」などの
面白い話題もあると紹介された．学術的な背景・歴史
を交えながら，何がどこまで知られていて，どの未解
決問題に取り組んだのか非専門家にもわかりやすい講
演であった．

図 3 谷川眞一氏の講演

3. 研究発表

2日間ともに各セッションで多数の興味深い研究発
表があった．紙面の都合上，すべてを掲載することは
できないため，筆者らが興味をもった発表をいくつか
かいつまんで紹介したい．
第 1日目
「連続最適化（1）」では，柳下翔太郎氏（中央大学）
らによる「ヘッセ行列の対角成分を用いた近接勾配法」
の発表が行われた．平滑な関数と非平滑な関数の和で
表される関数の最小化問題を対象とするアルゴリズム
を考えた．この最適化問題は機械学習や統計で扱われ
る LASSOなどを含んでおり，応用上重要なクラスの
問題である．この問題に対して平滑な関数のヘッセ行
列の対角成分を組み込んだ新しい近接勾配法を提案し，
収束性の解析を行った．既存の近接勾配法と比べた場
合に，提案手法の理論的な優位性が示され，計算機実
験では乱数による問題と実データによる問題に対して，
数値的な優位性も報告された．アルゴリズム自体は単
純なアイデアであるものの，示された結果は非常に興
味深い結果であった．
「機械学習」では，田崎誠氏（東京工業大学）らに

よる「IDTWを用いた変化点検知とメタラベリングを
用いた GBDTによる株式変動予測」の発表があった．
資産運用の必要性は近年広く認知されつつあり，その
戦略も同様に需要が大きいと考えられる．本研究では
個人の資産運用向けの投資戦略として，トレンド変化
に基づいた取引手法が提案された．具体的には，トレ
ンドが変化する点の検知を IDTW-CPDと呼ぶ提案手
法によって行い，さらにその予測が正解するかどうか
を，メタラベリングを施したのちに LightGBMを用
いて予測・修正を行うモデルが提案された．このモデ
ルは変化点が複数あっても直近の変化点の検知ができ，
また予測が外れやすい変化点直後で予測の修正を行う
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ことができるよう設計されており，計算機実験ではそ
の改善された性能の実証が紹介された．発表の後，一
次モデルにおける予測の可否や，提案手法が威力を発
揮する場面に関する質疑応答が行われ，提案手法の構
造に関するさらなる研究が期待される発表となった．
「空間設計・施設配置」では，伊髙静氏（東京理科

大学）らによる「ナラ枯れ防除用大量集積型おとり丸
太の最適配置」の発表が行われた．ナラ枯れとは，あ
る森林病害虫がナラ菌を樹木内に運び込むことによっ
てナラ類など樹木が枯死する現象であり，大量集積型
おとり丸太を配置することで森林病害虫を防除するこ
とができる．近年，ナラ枯れによる被害が拡大してお
り，非常に深刻な問題である．この研究では，現状を
数式としてモデル化することで，最適配置問題として
定式化し，おとり丸太の配置場所を決定した．講演で
は現実のモデルを数式として表現する難しさが語られ
た．ORの活用例や最適化問題の結果と現場の意見と
の擦り合わせの話は興味深く聴講した．
「離散最適化（4）」では，鵜川知哉氏（株式会社東芝）
らによる「容器内圧力を考慮する水素サプライチェー
ン最適化問題の紹介」と題した発表が行われた．水素
エネルギーはカーボンニュートラルを目指すうえで期
待が高まる次世代エネルギーの一つであり，その利活
用には輸送・貯蔵方法の検討は不可欠である．本研究
では水素の配送計画に関し，水素の特質を考慮した数
理モデルを作成し，得られたモデルに対して整数計画
ソルバーによる求解を実行し，その適用可能な問題規
模に関し考察を行った．より具体的には，水素輸送先
の基準値よりも水素ボンベ残量があるかどうかの制約，
製造された水素がタンクローリーや水素ボンベですべ
て使われるかどうかに関する制約など，既存研究（た
とえば LPガスボンベ配送計画）とは異なる，水素を
実際に配送する際に考えるべき特殊な制約を考慮する
必要があり，それらを適切に組み込んだモデル設計を
行っている．そして，小規模な問題に関しての求解は
成功し，より大規模な問題に対するヒューリスティク
ス設計が今後の課題となることが述べられた．実際の
運用計画，数理モデルにおける実際の変数の数や，水
素ボンベの特質に対するより詳細な条件などに関する
活発な質疑が行われた．
第 2日目
「待ち行列研究部会特別セッション」では，ヤン リ
ン アウン氏（防衛大学校）らによる「M／M／1待ち
行列を基にした待ち行列ゲームにおける閾値戦略を再
現するエージェント・ベース・モデル」の発表が行わ

れた．ここでは待ち行列ゲーム，即ち待ち時間，系内
人数などの情報を記述する従来の待ち行列モデルに加
え，到着する客による「列に加わる／加わらない」と
いった意思決定が考慮されたモデルのゲーム理論的な
観点からの研究が紹介された．既存研究では客による
意思決定の均衡状態に着目したものが多い中で，本研
究では客の意思決定を再現するエージェント・ベース・
モデル（ABM）を提案・構築し，そして経験に基づい
た適切な閾値の更新により，提案モデルから得られる
閾値が既存研究における閾値へ近づいていくことを示
した．質疑においては合理的な意思決定をしない客が
混じっている場合やその対処法について，閾値の決定
法，また理論解析に関する活発な議論が行われた．
「信頼性」では，周蕾氏（山口大学）らによる「Reliabil-

ity Evaluation of Multi-state Linear Consecutive-
k Systems」の発表が行われた．ここでは，一列に配
置された n個の要素をもつシステムを考え，そのうち
任意の場所における k個以上の連続した要素が正常に
稼働している状態を「稼働」，そうでない状態を「故障」
とする線形稼働 k-out-of-n:Gシステムと呼ばれるモデ
ルを対象としている．このモデルはシステム停止に関
する信頼性評価モデルの一つであり，駅の自動改札機
などと関連している．既存研究では「稼働」「故障」の
2状態に着目し研究がなされていたが，本研究ではそ
れらの中間状態である「故障に近づいている状態」を
定義し，各要素が指数分布に従って故障する際の，提
案した状態に到達するまでの期待時間，到達後故障要
素数の期待値，さらにシステムの故障確率などに対し，
システムの信頼性評価に関する計算式を導出した．質
疑においては，提案した状態の性質・有用性を始め，応
用例である自動改札システムとの具体的な関係に関し，
人流の滞りなどの観点から興味深い議論が行われた．
「都市・交通」では，OR学会の前会長である田口

東氏（株式会社ベクトル総研）らによる「JR 蒲田駅
東西自由通路新設とバス停留所整備にともなうバス利
便性向上の検証」の発表が行われた．JR 蒲田駅は西
側と東側で異なるバス会社の停留所があり，両社の停
留所間の移動には約 5分かかる．本発表では，この移
動時間を 1分に短縮できたと仮定した場合に，どれほ
どの効果があるかという検証を行った．ソフトウェア
を使ったバス経路の可視化やシミュレーションのアニ
メーションを交えながら，検証結果の報告があった．
検証方法は対象地域の交差点，バス停，鉄道駅に加え
て，そこから対象とする 8箇所の病院へ向かった場合
に指定到着時刻に間に合った回数を評価値として，バ
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ス乗換時間短縮の効果を検証した．講演の際，田口氏
の述べられた「ほとんどの人は電車とバスの乗り継ぎ
はするけど，バスとバスの乗り継ぎはしない．しかし
バスとバスの乗り継ぎは移動がない分だけ便利だろう」
という私見は印象的であった．

4. ORキャリアセッション

今回の研究発表会では ORキャリアセッションが開
催された．1 日目の特別講演の後に同会場にて，7 社
の企業が ORキャリア／インターンシップに関するフ
ラッシュプレゼンテーションを行った．その後，別室
にて個別交流の機会が設けられた．ORを専攻してい
る学生（特に博士学生）には自身のキャリアパスを考
えるキッカケとなり，学生の将来に繋がる良い機会に
なったと思われる．一方，参加していただいた企業に
とっても将来の OR人材の確保や共同研究に繋がる貴
重な機会となったならば幸いである．個人的な意見で
はあるが，ORを専攻する学生や企業のためにも，今後
もキャリアセッションが継続して行われることを願う．
参加企業一覧（プレゼンテーション順）
・negocia株式会社
・株式会社 NTTデータ数理システム
・三菱 UFJトラスト投資工学研究所
・東京ガス株式会社
・三菱重工業株式会社
・公益財団法人鉄道総合技術研究所
・商船三井システムズ株式会社

5. 学会表彰式

2日目の午後，学会賞表彰式が行われた．はじめに，
第 9回近藤賞が加藤直樹氏（兵庫県立大学）に授与さ
れた．続いて，第 24 回業績賞が吉瀬章子氏（筑波大
学）に授与された．次に，第 48回普及賞が渡辺隆裕

氏（東京都立大学）と東京大学生産技術研究所次世代
育成オフィス日本航空 2020・2021年度飛行機ワーク
ショップ企画チーム（代表者：本間裕大氏）に授与され
た．第 47 回実施賞は大阪大学大学院情報科学研究科
情報数理学専攻数理最適化寄附講座（代表者：梅谷俊治
氏）と株式会社日本政策金融公庫国民生活事業本部リ
スク管理部に授与された．引き続き，前会長である田
口東氏に名誉会員記が授与された．最後に，2023年度
新フェローの岡村寛之氏（広島大学），来嶋秀治氏（滋
賀大学），田地宏一氏（名古屋大学），田辺隆人氏（株
式会社 NTTデータ数理システム），中田和秀氏（東京
工業大学）にフェロー記が贈呈された．

6. 学生優秀発表賞

本研究発表会では学生優秀発表賞が企画され，選考
の結果，以下の 5名（50音順）が選出された．
・加納伸一氏（筑波大学）
・難波禎人氏（東京理科大学）
・馬原凌河氏（京都大学）
・丸茂直貴氏（東京大学）
・柳下翔太郎氏（中央大学）

7. おわりに

本研究発表会は，3年半ぶりの完全対面形式での開
催であった．発表の合間や昼休みなどの空き時間に，
参加者同士で活発に議論する光景が多く見られた．オ
ンライン形式の研究発表会が続いていたため，このよ
うな光景を見るのは久しぶりで，研究の議論や交流を
する貴重な機会だということを改めて実感した．
最後に，参加者および関係者の方々に心より御礼を

申し上げるとともに，本研究発表会が今後のORのさ
らなる発展へ貢献することを期待したい．
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